
ちいきのチカラ
Vol.7

——大津市コンビニエンスス

トア協会とはどんな組織です

か？

大津市コンビニエンススト

ア協会は、志賀・堅田コンビ

ニエンスストア防犯連絡協議

会（ 2000年設立）と、大津地

区コンビニエンスストア防犯

連絡協議会（ 2001年設立）が

2017年に統合し、現在の組織

となりました。

大津市内で営業するコンビ

ニ エ ン ス ス ト ア 75 店 舗

（R5.3.1現在）で構成されて

いる協会です。

——どのような取組を行って

いますか？

「 安 全 ・ 安 心 な ま ち づ

く り」として、自主防犯体制

の強化、女性・子どもなどの

駆け込みへの対応、地域顧客

買い物利用だけでなく
まちの安全・安心の拠点に

日頃からの気配りで
特殊詐欺被害を防止する

への安全情報などを行ってい

ます。「青少年の健全育成」と

しては、２０の発信、提供

歳未満者への酒類、たばこの販

売防止などの、青少年非行化防

止対策に取り組んでいます。

——地域の安全・安心について、

お考えを教えていただけます

か？

設立当初は、『コンビニがあ

るから悪い奴が夜出歩く』など、

言われていました。取組を進め

ていく中で、地域の皆様、警察、

行政など関係機関のご助言をい

ただき、コンビニエンスストア

に求められている利便性だけで

はなく、地域の良好な生活環境

を「セーフティステーション」

として安全・安心を皆さんに提

供していく事が、地域で営業す

る事業者の役割と考えています。

また、「災害時に果たす役

割」として、2005年には「災害

時における生活物資の調達等に

関する協定」を大津市と締結し

ています。これからも、防犯・

防災に資する活動を続けること

が必要です。

【取材日：令和5年2月28日】

セーフティステーション活動を通じて
まちに安全・安心を

大津市コンビニエンスストア協会事務局 久保敏彦さん

——最近の取組について、教え

てもらえますか。

県内での特殊詐欺被害の増加

を受け、令和４年１２月に、滋

賀県警察本部と連携を図り、コ

ンビニの店員が特殊詐欺被害の

防止対策を学ぶ訓練を行いまし

た。

訓練では、長時間、店内のＡ

ＴＭを使用している、怪しい人

物の存在に気付いた際の店員の

行動や、犯人に指示されてＡＴ

Ｍでお金を振り込もうとしてい

る被害者を思いとどまるよう声

をかける訓練などを行いました。

↑怪しい人物の行動や特徴を把握する訓練の様子 ↑ＡＴＭに誘導され、お金を振り込もうとした人への
声掛け訓練の様子


